










〔研究目的 

ある地域に優れた大きな未熟児新生児医療施設ができ,さらに地域的システム化(地域化)

が進めば,その効果は新生児死亡率の低下といった衛生統計上の数字に反映してくること

は,さきに小川(次)らが記したとおりであり(1(2,また地域の死亡新生児のうち大病院に収

容されずに死亡している率が高いところは地域全体の新生児死亡率も高いことは石塚(2(3

が指摘したところである。 

ただし,いままでは全国の NICU を有する施設の数を把握できずにいたが,今回の全国調査

によっておおよその数と位置を知ることがてきたので,新生児死亡数と率について同時に

調査をしてみた。 

なお,低出生体重児の体重区分別の死亡率の変遷については,さきに昭和 39・40 年と昭和

49・50 年分比較を小宮ら私たちの一部の 6 施設 4)でまとめた成績,また 1,000ｇ以下の未

熟児については昭和 51～53 年の全国 110 施設の成績について石塚 5)らのまとめた報告が

あるが,約 500 施設を対象とした全体重区分別死亡率についての大がかりな調査はわが国

においては今回が初めてである。 


